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科目番号：AE14B13/AE14B23 

科 目 名：言語教育対話実習 I/II 

担当教員：岩崎拓也 

成績評価方法：①教案・模擬授業 30％、②レポート課題 40%、③授業内活動 30% 

成績評価基準： 

 

 A+（90点以上） A（80～89点） B（70～79点） C（60～69点） D（60点未満） 

①-1 

教案作成および模擬授

業 

（30%） 

誰が見ても理解でき

る精度の高い教案作

成がなされており、非

常に優れた実践がで

きている。 

ほとんどの人が理解

できる教案作成がな

されており、優れた実

践ができている。 

教案作成がなされて

おり、妥当な実践がで

きている。 

教案作成に問題があ

るが、実践はできてい

る。 

教案作成に問題があ

り、実践ができていな

い。 

①-2 

改善レポート 

（40%） 

実習課程が克明かつ

客観的に示され、自身

の教案の変更点・反省

点・改善点の提案に説

得力があり、「学習」

についての深い考察

が読み取れる。 

実習課程が客観的に

示され、自身の教案の

変更点・反省点・改善

点の提案に説得力が

ある。 

実習課程が客観的に

示され、自身の教案の

変更点・反省点・改善

点の提案が述べられ

ている。 

十分ではないが実習

課程や自身の教案の

変更点・反省点・改善

点の提案が述べられ

ている。 

実習課程や自身の教

案の変更点・反省点・

改善点の提案が不十

分である。 

② 

授業内活動（30％） 

非常に有意義で建設

的なコメントを行い、

討論に大いに貢献し

ている。 

建設的なコメントを

行い、積極的に討論に

参加している。 

積極的に討論に参加

している。 

十分とは言えないが、

討論に参加している。 

討論に参加できてい

ない。 

 


